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１- ２ 史的イエスの「新しい探求」の可能性とブルトマン後の可能性 
  １−２−１ 史的イエスの「新しい探求」 
  １−２−２ ブルトマンの答え 
  １−２−３ ブルトマンの神学的根拠の再検討 
  １−２−４ ブルトマン後の二つの方向の可能性 
第２章 ブルトマンと非神話論化の問題 














３- ２ 宗教的象徴の受け取り直し 
  ３−２−１ 宗教的象徴の理論 
  ３−２−２ 悪の象徴論 
  ３−２−３ 救済の象徴論 
















  ４−２−２ 福音書物語における隠喩過程 
  ４−３−３ 歴史とフィクションの交叉 
  ４−３−４ 「宣教」と「物語」 
第５章 リクール解釈学と物語の神学 
５−１ 文字通りの意味への問い 
  ５−１−１ フライによる「前批評的読み」の復権 
  ５−１−２ リンドベックの「文化・言語的」アプローチ 
  ５−１−３ ポストリベラル神学の問題点 
５−２ キリスト教の独自性への問い 
  ５−２−１ 宗教言語の特殊性と「限界」の概念 
  ５−２−２ キリスト教の実定性と「証言」の解釈学 
５−３ 聖書の正典性への問い 
  ５−３−１ 聖典概念の規定 
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  ５−３−２ 解釈学からのアプローチ 























































































































岩田成就氏に博士（神学・立教大学）の学位を授与することを 可 とする。 
